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 本 の 紹 介 

誰も知らないロシア 
 

 

石川 知仁著 

彩流社 

定価 3250円（税込） 

四六判 450頁 

 

本書は、現役の外交官で

ある著者が、主に 2018 年

から 2023 年にかけてロシ

アに住んだ際に見聞きし、

体験したことをまとめた書

籍である。 

本書を読み始めてすぐに湧き起こってきた感情は、「くや

しい」であった。ねたましいとも思った。私がこれまでの人

生で重ねてきたロシアの知識、経験が、本書の30％くらいま

でしか通用しなかったからだ。しかし、負け惜しみを言うな

らば、誰も 100％を達成することはできないだろう。本書は

そのくらい博覧強記でものしてある。と同時に、何よりも、

猛烈に新しい。冒頭に紹介した通り、だいたい 2023 年くら

いまでのロシアの社会が詰め込んであるのだ。 

本書はその新しさでもって、今のところ誰も追いつけない

高みにある。でも決して、速報レポートのような素材の羅列

にとどまっていない。どの時代を映すトピックも、先行研究

の豊富な前世紀のソ連文化のそれと遜色ない濃度で抽出して

あって、新鮮なのに熟成の域にある。その文章はまさに現代

ロシアのエッセンスだ。今これと同じことを、同じ深さ、広

さで書ける日本人がいるだろうか。いや、ロシア人でもまず

いるまい。 

本書はトレチャコフ美術館の「ヴルーベリの間」から始ま

る。そしてそこにある絵画作品の「デーモン」をひも解き始

める。この演出がどれほど心憎いものであるか、モスクワに

暮らした経験がある人ならばこの時点できっとわかるだろう。 

トレチャコフ美術館は観光ガイドブックで必ず紹介され

る有名な美術館（ガレリヤ）である。一方、ヴルーベリとい

う画家の知名度は日本ではそれほど高くない。だが、実際に

トレチャコフ美術館を訪れた人が十中八九、最も強く心に刻

みつけて帰ってくるのは、そのヴルーベリなのだ。なかんず

く、大作『座るデーモン』は、その日それ以外に見たものの

記憶が吹き飛ぶほどの怪作である。知らずに行った者はしば

らくその場を動けない。行った人ならわかるあの衝撃を、読

者と共有するところから本書は始まる。つかみが素晴らしす

ぎるではないか。 

ここから続く第一部は、演劇、音楽、映画など、ロシア理

解に欠かせない芸術文化が怒涛のように読者の頭に流れ込ん

でくるのだが、驚いたことに、そのどれもこれもが明らかに

著者が“ガチ勢”として嗜んだものばかりで、どれ一つ“ニワ

カ”なものがない。 

例えば音楽ならば、著者はまずソ連期の伝説的ロックグル

ープ КИНО（キノー）との出会いを出発点として、次に伝

統楽器の「ガルモニ」を購入、先生について演奏を習得した

かと思うと、現代ロシアを最もよく映している音楽ジャンル

はラップである、と話を展開し始め、そしてかなりのページ

数を、ロシアの偉大なラッパーの紹介と、その社会的な影響

力や存在感の論考に割く、といった調子である。無理やり日

本に当てはめるならば、三味線を習うところから始めて、最

後はボカロＰの詳細な系譜をまとめ上げるような仕事だ。普

通はこれだけで本1冊になる。 

芸術文化に続く第二部はロシアの生活文化の紹介である。

果たしてロシア人はどんな家に住み、どんなものを食べ、ど

んな祝日をどんな作法で祝うのか、そしてどんな場面にどん

な悪態がふさわしいのか、つまり“ロシア人はどう生きている

のか”に肉薄する、本書の核心部だ。 

ここでも著者は無類の行動力を見せる。外国人はもちろん、

ひょっとするとロシア人でもそこまではやらないような、本

物の体験を求めて果敢に飛び込んでいく。 

圧巻は「本物のマースレニッツァ（謝肉祭）」の体験記だ。

都会の商業ずれしたマースレニッツァイベントに物足りなさ

を感じていた著者は、郊外の森の中でひそかに開催されてい

るという「本物の」マースレニッツァへ友人たちと参加する。

そこで彼らは「スチェンカ・ナ・スチェンク」（“壁対壁”と呼

ばれる集団拳闘）や、寸劇仕立ての模擬戦争の砦攻略作戦な

どの危険な格闘に巻き込まれながらも、かろうじて生還する、

という体を張ったエピソードだ。 

「スチェンカ…」については、日本でも『ゴールデンカム

イ』という漫画作品で取り上げられたこともあって、近年日

本での知名度が急上昇した。しかしやってみた人はいるだろ

うか。あのような荒っぽい殴り合いのイベントに著者は実際

に参加したのだ。冗談ではなく命をかけている。こんな具合

なので、本書の第二部はすさまじい読み応えで、読むほどに、

「隣国ロシアを誰も知らない」というタイトルが輝いて見え

る。 

著者の筆の向かう先は、自由闊達にして縦横無尽だ。だか

ら、何らかのロシア経験のある読者は誰でも、どこかに刺さ

るエピソードがある。「そうそう！」と膝を打つ箇所が必ずあ

る。しかし一瞬の共感はすぐに戸惑いに変わっていく。どれ

も、思ったより話のレベルが高いからだ。そして、自分が人
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生に編み込んできたロシアが、一旦ほどかれて、もう一度編

み直されるような感覚がしてくる。しかも、拾い忘れたまま

になっていた編み目がちゃんとすくわれて、整然と並び始め

る。これは自分がいかに表面的にしかわかっていなかったか

を突きつけられる苦しみであり、それ以上に快感だ。読者は

抗えない。やっぱりくやしい。 

本書のような、新しく、勢いがあって、それでいて緻密な

著作を、一人の現役の外交官が、単著で出したことに、私は

日本の将来の希望を見る。そして、このような人材が途切れ

ずに続くことを切に願う。だから、みんなロシアに行ってほ

しい。本書を読んで膝を打つような体験を、できるだけ多く

の人にしてほしい。あのやっかいな隣国を、いろいろな人が、

さまざまな角度から見、聞き、そして伝えてほしい。いまロ

シアへ行くのをためらわないでほしい。 

人生のどこかにロシアがある、すべての人の必読書である。 

                岡本 健裕（JIC大阪） 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

ロシア・ウクライナ戦争 

歴史・民族・政治から考える 
 

塩川伸明 編 

松里公孝・大串敦・浜由

樹子・遠藤誠治 著 

東京堂出版 

定価 4180円（税込） 

四六判 370頁 

 

本書は、開戦1年半後の

23年 10月に出版されたも

のだが、ロシア・ウクライ

ナ戦争の背景を、歴史、民

族、政治、国際関係からバランスよく解説している。かわさ

き市民アカデミーでの講義をもとに書き上げられた論文集で

あることから、専門的な内容が比較的平易な文章で綴られて

おり、大変読みやすく、かつレベルの高い一般参考書となっ

ている。 

本書は 5 本の論文で構成されている。第 1 章 総論～背景

と展開（塩川伸明）、第2章 ルーシの歴史とウクライナ（松

里公孝）、第3章 現代ウクライナの政治～脆弱な中央政府・

強靭な地方政府（大串敦）、第 4章「歴史」をめぐる相克～ロ

シア・ウクライナ戦争の一側面（浜由樹子）、第5章 自由主

義的国際秩序とロシア・ウクライナ戦争～正義と邪悪の二分

法を超えて（遠藤誠治）。 

 総論では、冷戦終結後のロシア NATO関係を押さえつつ、と

くに2014年「マイダン革命」から現在までのロシア・ウクラ

イナ関係とウクライナの内政が整理されている。「マイダン革

命」の経緯、クリミアとドンバスの動向、キーウ政権のアイ

デンティティ・ポリティクス、言語政策と対外政策の展開な

ど、開戦に至る諸要因と主要な論点が提示される。 

 第2章では、9世紀キエフ・ルーシ誕生から20世紀ソ連邦

結成まで、ルーシ世界の形成・分裂・変容・再統一が、キリ

スト教世界をはじめとした外部世界との関係史の中で解説さ

れる。「ルーシの原型は、キエフ・ルーシとコンスタンチノー

プル世界総主教座管轄下のキエフ府主教座という聖俗権威の

もとで形成された」、「キエフ・ルーシ以後の歴史は、ルーシ

正教世界が他宗教・他宗派から侵略され、跳ね返す歴史とし

て理解できる」。つまり、ルーシ人としてのアイデンティティ

は、「タタールのくびき」、「オスマン帝国」、カトリックや合

同教会運動などを共通の敵とすることで育まれた。 

「依然として言語と文化を共有するロシアとウクライナ

であるが、共通の敵を失ってしまった彼らが、再び共同体意

識を持てるだろうか」と松里氏は問題提起する。 

 第3章では、ソ連崩壊後に独立した現代ウクライナのこの

30年間の政治動向が分析される。独立後のウクライナ政治は、

各地方で絶対的な力を持つ地方閥が、中央の座を巡って競争

を繰り広げる「求心的多頭競合体制」だった。しかし、2014

年の「マイダン革命」以降、ヤヌコヴィッチのドネツク閥が

解体し、クリミアや東部地域を支持基盤とする地方閥も軒並

み票田を失ったために、「求心的多頭競合体制」は解体し、代

わって「中央・地方遊離型ポピュリスト体制」が登場した。

この体制下では中央権力と地方権力の間に政治的亀裂があり、

中央権力は有権者の支持を求めて場当たり的な政策を実行す

るようになる。こうして、中央権力を握ったポロシェンコも、

その後を襲ったゼレンスキーも、支持率が低下するたびに「反

ロシアカード」を乱用するようになった。反ロシアカードの

乱用は、ウクライナ社会の民族主義化の裏返しでもある。 

 第4章では、ソ連崩壊後のウクライナとロシアの間の歴史

をめぐる紛争（＝歴史像の差異の政治化）が取り上げられる。

特に問題になるのは第二次世界大戦中のウクライナ・ナショ

ナリストの評価で、ステパン・バンデラと彼が率いた「ウク

ライナ民族主義者組織（OUN）」はウクライナとロシアの歴史

認識問題が最も先鋭化するテーマである。ナチス・ドイツと

協力してソ連と戦ったバンデラは反ユダヤ主義でも悪名高く、

OUN はウクライナ、ベラルーシ、ポーランドでのユダヤ人大

量虐殺に関与し、またポーランド人の虐殺をも行った。バン

デラを「民族の英雄」と讃え、「記憶法」の制定で法的にこれ

を固定化しようとするウクライナ政権の動きは、ロシアのみ

ならずポーランドや欧州近隣諸国にも波紋を広げている。 

 第5章は、グローバルな国際社会の中でウクライナ戦争を

分析する論考である。「冷戦終結後、ロシアを自由主義的国際

秩序に包摂することに失敗したことが、この戦争を引き起こ
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したのではないか」と遠藤氏は問いかける。ロシアや中国を

権威主義体制と切って捨てるだけでは問題は片付かない。

NATOの東方拡大、コソヴォ独立紛争に際し国連安保理決議を

得ぬままに強行されたユーゴスラヴィア空爆（人道的介入）、

「対テロ戦争」以降アメリカが押し進めた中東やアフリカで

の「体制転換戦争」など、冷戦終結後の米欧自由主義諸国の

独善的な振る舞いもまた批判的に再検討されなければならな

い。 

 以上、この戦争をめぐって考えるべきいくつかの重要な論

点を、本書は提示している。 

ウクライナ戦争が始まってから3年5か月が過ぎようとし

ている。停戦交渉の行方はいまだ不透明なままだ。しかし、

終わらない戦争はない。いずれ訪れる「戦後」を見据えて、

今後の新しい国際秩序の在り方や日本とロシアとの関係を考

え直す上で、本書は多くの示唆を与えてくれる。（Ｆ） 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

パスポート初級 

チェコ語 
辞典 

 

金指久美子・黒田龍之助 編 

白水社 

定価 5,800円＋税 

B6版 662頁 

 

 7月上旬、「謹呈」の付箋とともに、この辞書が白水社から

送られてきた。黒田龍之助さんが依頼したようだ。もとより

語学に弱く、チェコ語はおろかロシア語にも疎い門外漢とし

ては、さあ困った。しかし、お世話になっている黒田さんと

そのパートナーである金指久美子さんが、おそらく工夫に工

夫を重ねて作った辞書だ。チェコ語を学ぶ人にとってきっと

使い勝手のよい辞書に違いない。 

 ということで、白水社の紹介文をそのまま掲載させていた

だきます。ロシア語学習からさらに他のスラヴ言語に関心を

広げている方に、是非手に取っていただければと思います（F） 

＜1冊まるごと読みたくなる辞書＞ 

収録語彙数は約 7500語。全見出し語に用例を付し、実際の使

い方を明示。用例は固有名詞以外すべて、本書見出し語だけで

構成。必要最小限の見出し語でも組み合わせ次第でさまざまな表

現ができることを実感できる。文法をひととおり学び終えて、チェコ

語で何か読んでみたいと思っている学習者に最適な辞書。祝日

や色彩、調味料や成績評価などのテーマ別単語を適宜掲載。巻

末には名詞や形容詞、動詞などの変化表完備。発音練習問題も

用意。日本語・チェコ語索引は約2000語。 

＜お知らせ＞ 

ブルガーコフ作 石井信介訳 

『巨匠とマルガリータ』 
10月 新潮文庫から発売予定！ 

ミハイル・ブルガーコフの長編小説『巨匠とマルガリータ』の新訳

が、新潮文庫から 10月に発売される。訳者は、以前この欄でも紹

介した同じブルガーコフ「犬の心」の訳者・石井信介さん。 

 以下、石井さんからいただいた本書の梗概です。 

1930 年代スターリン体制下のモスクワに突如登場した悪魔は、

神、イエス・キリスト、悪魔の存在をめぐって二人の文学者（編集長

と詩人）と論争する。悪魔は、自分がひそかに立ち会った古代エ

ルサレムにおけるキリストの裁判の光景を二人に語って聞かせて、

キリストの実在を示そうとするが、二人は納得しない。結局、編集長

は悪魔の手で血祭りにあげられてしまい、詩人はショックを受けて

入院する。 

入院した詩人は巨匠を自称する入院患者と知り合い、この男が

キリストを裁いたポンティオ・ピラト総督に関する小説を書き上げて

雑誌に投稿したことを知る。作品は上記編集長らに拒絶され、さら

に非難の集中砲火を浴びた巨匠は、精神に異常をきたし、逮捕さ

れ、釈放後入院した。男には愛人がいたが、逮捕前に音信不通

になったままの状態にある。 

悪魔とその子分は秘密警察を手玉に取り、次から次へと奇想天

外な混乱を巻き起こし、最後に巨匠の愛人マルガリータをメインホ

ステスにして、満月の夜の悪魔の舞踏会を開催する。 

予想のつかない展開の中で巨匠と愛人の運命はどうなるのか、

またキリストの処刑を後悔して悩むピラト総督に救済はあるのか。

支離滅裂に見える登場人物の状態や不合理なエピソードの連続

が不思議な糸に結ばれて、意外な結末に向かって収束していく。 

 本作品は、ソビエト社会において発表の機会を奪われた作家ブ

ルガーコフが、幻想、恐怖、歴史、恋愛、悲劇、喜劇、風刺などの

様々なジャンルのエキスを配合して、入念な推敲でまろやかに醸

成させた、極上の読み物である。目まぐるしく変わる時代と場所。

意外な展開の連続。一癖も二癖もある多彩な登場人物。奇妙奇

天烈な出来事。汲めども尽きぬユーモア・風刺・諧謔・皮肉・ダジャ

レ。一見難解な物語だが、明瞭、簡潔、豊潤なイメージ、小気味よ

いリズム、流麗な抑揚を特徴とする卓越した文章が一気に読ませ

てくれる。 

二〇世紀ロシア文学の最高傑作の一つである本作品は、まる

で今の時代のロシアを、そして世界を先取りしていたかのように、

「臆病は最大の欠点のひとつである」、「原稿は燃えない」と人々を

鼓舞している。 

 


